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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは記録を読んでから欄に捺印する事。

＜患者様連絡事項＞

· 木村義重様～本日夕から継続でパンパール1週間分処方となっています。

· 山内公博様～グラマリール(精神神経用剤)1日分処方となっています。今後そのまま継続し

　　　　　様子を見て行く予定との事です。夜間の睡眠状況や行動の観察をしていきましょう。

· 奥利うめ様～1日分点滴処方となってます。

· 曽我正子様～身体症状・精神症状落ち着いためベットコントロール委員会より許可あり本日　　　　　　　　　　

午後Ｂユニットへ転室となります。

· 蝦夷森重男様～疥癬解除となった為本日より作業療法・リハプロ再開となります。

· 横山大輝様・土井勝広～作業療法導入予定です。

· 大久保美津子様～右下腿骨折の診察の為、本日室岡整形受診しています。レントゲン検査の

結果骨折は完治とのことで受診しなくて良いそうです。

· 向山忠義様～本日、八戸赤十字病院受診しています。同院医師より田名部Drへ電話があり、

　　　抜去のリスクがあるとの理由から当分経管栄養を続けていく方向で胃ろうは造

設せずこのまま様子見るとのことです。

· 小豆畑裕介様～皮膚科診察にて白癬の診断の為ラミシール軟膏処方となってます。

· 配膳について～Ｃユニットの残食をＢユニットに出していたところ昨日佐々木尚子様が食べ

ようとしていた事あり注意しています。盛り付けの準備を手伝う事ありますが盗食の恐れもある為スタッフ側で準備する事伝えてください。盛り付け後のやかんやみそ汁の容器・残飯はＡスタッフオフィスに持っていってください。

＜要観察患者様＞

· 豊巻　薫様～ 昨日、吉田光良様から煙草をもらって吸っている事あり本日は喫煙しないと

話していたようです。本日昼食後喫煙室にて他者から吸殻をもらい吸っていた為注意しています。注意した事に対し興奮し、スタッフにコップを投げつける事あります。シケモクをしない事、他者からもらわないこと、各プログラムに参加することを約束し今後は1日1箱以内の喫煙とします。煙草はスタッフ管理としもらいにくる度に渡して下さい。

· 坂　　貢様～時間隔離中です。隔離室入室拒否なく睡眠確保できています。空手の真似をし　　

たり拝んでいる事見られています。本日定期薬よりリントン(1.5)3Ｔ増薬となっています。精神症状・行動の経過観察をしていきましょう。

· 奥利うめ様～右肺上葉の肺雑音著明です。呼吸状態・咳嗽・痰の性状・痰の自力排出が出来

ているかバイタルサイン測定を適宜行い記録も確実に残しスタッフ全員が症状を把握できるようにしていきましょう。

· 柏崎貞司様～本日熱37.3℃の発熱見られています。経過観察していきましょう。酸素飽和

濃度が80％台に低下する事があり、予測指示の酸素2l適宜行なっています。本日、妹様・姪様の面会ありました。「菌が出ているというから怖くて来れなかったとの事。現在の様子を報告し、マスクをつけて面会して頂いています。面会後、妹様より「以前きた時より反応がいい」と安心して帰られています。

・蝦夷森重男様～喫煙要求頻回に聞かれています。なぜ禁煙なのか、移棟になったのか振り返りが出来ないようなのでタバコ要求があった時には再三説明し、振り返りをして頂きましょう。

＜入院＞

荒屋敷チエ様(80)　抑うつ状態　主治医：田名部Dr

小さい頃から両親に長女ということもあって可愛がられていたが、下の子にはご飯を食べさせなかったり叩かれたりして過ごされていた。そんな両親を見て育ったせいか、徐々に下の子をいじめ、時には布団に妹を巻き、窒息寸前で押し入れに閉じ込めるといった限度を超えたいじめをするようになる。その事からもとてもプライドが高く、兄弟に（特に下の兄弟）意見されるとすぐに怒り、怒鳴り散らしたという。３０歳からは保健所に住み込み勤務されているが、人間関係の折り合いがあわず、勤務先で大量服薬し自殺を図っている。（詳細不明）４２歳時自動車会社社長と結婚されている。本人５０歳の時に旦那様が他界（自殺、詳細不明）。元々折り合いが合わなかった子供たちは結局前妻のところに行くようになり、気分の不安定さ見られ始める。兄弟に対し冷たく当たり思い通りにならないと、死ぬといっては紐を首に巻く仕草をし自殺をアピールするような行動見られているが行動化することは１度も無かった。

徐々に気分の落ち着きを取り戻し、７０歳頃まで美保野病院に勤務し、８０歳まで１人で住んでいた。平成１８年１月頃より気分の沈みが見られ、同年１月２６日八戸東病院へ初診で行かれているが再診されることは無かった。同年３月末に平和病院受診。青い鳥（ケアハウス）へ入所される。入所後抑うつ状態が顕在化し、本人より「ここにいると余計にうつになる」との発言聞かれ本人希望にて平和病院青い鳥を３０日に退所されている。５月１０日東八戸病院精神科へ再診している。結果抑うつ、不安感、混乱の背景に認知症が疑われてきた為、退所後東八戸病院より抑うつ状態にて紹介され兄弟付き添い当院へ任意入院となる。
○観察ポイント

・自殺企図や自殺をほのめかす言動ある為、睡眠時の観察、所在確認を行うと共に行動の観察をしていきましょう。

・入れ歯があるようですが本人あまり入れたがらない様子です。食事は普通食なので摂取状況の観察と誤嚥に注意して行きましょう。

・身辺整理が出来ないようなので状況見ながら援助していきましょう。

今後は入所施設を検討していく予定です。













